
九州地方整備局

令和元年１０月７日

令和元年度 第１回 六角川学識者懇談会

六角川水系河川整備計画の点検について

武雄河川事務所

資料－３



１．六角川の特徴とこれまでの洪水被害、河川整備状況

武雄河川事務所
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六角川

牛
津
川

■広大な低平地を蛇行しながら流下する我が国でも有数の低平地緩流河川であり、有明海の干満差が約5～
6mに達することから、感潮区間が上流部にまで及ぶ。

■広範囲にわたり地盤高が低く内水排除困難なため、内水浸水被害の常襲地帯を抱えており、内水排除のた
めの排水機場、樋管等の河川管理施設が多い。

【六角川流域の概要】

◆流域の概要及び特性

水源 神六山（標高447m）

流域面積 341km2

幹川流路延長 46.1km

国管理区間 57.0km

流域内市町村
佐賀県：武雄市・多久市・小城市

大町町・江北町・白石町の3市3町

流域内人口 約12万人（河川現況調査：調査基準年 平成17年）

想定はん濫区域面積 201km2（河川現況調査：調査基準年 平成17年）

想定はん濫区域内人口 約11万人（河川現況調査：調査基準年 平成17年）

年平均降水量
（流域平均）

約2,000mm（1991～2010年の20年間平均）

じんろくさん

A A'（A－A’横断図）

［ 大町町 ］ ［ 白石町 ］

六角川感潮区間

（約29km）

［ 六角川本支川縦断図 ］

下流中流上流

約1/60 約1/150～1/1030 約1/1530～1/45000
六角川

下流中流上流

約1/240 約1/480
～1/620

約1/2600
～1/5600

牛津川

［ 六角川流域における内水域※ ］

※ここで内水域とは、雨水が直接河川に
流入することなく、ポンプ等を通じて間接
的に河川に流入するエリア

上流部

下流部

下流部

A

A’

流域面積341km2に対し、内水域は
約6割の196.3km2

地盤高が朔望平均満潮位
（TP+2.66m）以下の区域

内水排水機場：52箇所（約350m3/s）
排水施設 ：約200箇所

牛津川感潮区間

（約12km）

六角川流域の概要 武雄河川事務所
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過去の主な洪水被害状況

×

×

×××

×

×

×××

：浸水区域

：決壊箇所×

昭和55年8月洪水

主な洪水被害

昭和55年8月
（武雄市）

晴気川

牛津川

昭和55年8月
(小城市牛津町)

約1200m3/s

床上 1670戸

床下 3165戸

浸水
家屋

洪水被害状況

流量（住ノ江橋地点）

×××
×

×

×
×
×

約2200m3/s

1人

47戸

床上 3028戸

床下 5658戸

流量（住ノ江橋地点）

浸水
家屋

死者・行方不明者

家屋損壊

洪水被害状況

平成2年7月洪水 ■活発な梅雨前線により流域全体にわたり記録的豪雨。潮見橋、妙見橋観測所において計画高水位を上回る等、
既往最高水位を記録。

■本支川の越水、決壊氾濫及び内水氾濫により甚大な被害が発生。
■六角川激甚災害対策特別緊急事業（第2回）採択の契機となる。

平成2年7月
（小城市JR牛津駅周辺）

平成2年7月
（武雄市高橋地区）

：浸水区域

：決壊箇所×

武雄河川事務所
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■六角川流域では、洪水による堤防決壊による外水被害や内水被害などにより、昭和55年（1980年）8月に約4,800戸を
越える浸水被害、平成2年（1990年）7月には約8,600戸を越える浸水被害が発生している。



過去の主な洪水被害状況

昭和55年（1980年）8月洪水に伴う激特事業

■昭和55年8月洪水を契機とする激特事業として、河道拡幅を伴なう計画高水位高での築堤、河道
掘削や護岸等の設置、水門・樋門樋管等の設置を実施。

■流下阻害となっている道路橋の架替を実施。
■また、激特関連事業として、激特区間下流の築堤、河道掘削及び水門・樋門樋管等の設置を実施。

項 目 激特事業 激特関連事業

掘削 271,700（m3） 113,400 （m3）

築堤
24,100（m）

676,000 （m3） 1,542,000 （m3）

護岸
1,985（m）

19,570 （m3）

樋管・水門 19（箇所） 15 （箇所）

橋梁 3（橋）

用水施設 6（箇所）

用地 32.4（ha） 112.5 （ha）

補償 38（件） 67 （件）

事業箇所位置図

激特メニュー

整備断面イメージ図

：激特事業

六角川：24k100～31k500
牛津川：7ｋ000～10k000
武雄川：0ｋ000～1ｋ600
晴気川：0ｋ000～0ｋ800

：激特関連事業

武雄河川事務所

-5-



過去の主な洪水被害状況

平成2年（1990年）7月洪水に伴う激特事業

■平成2年7月洪水を契機とする激特事業として、計画堤防高での築堤、河道掘削、
水門・樋門樋管等の設置や流下阻害となっている橋梁や堰の改築等を実施。

■また、関連事業として、築堤、河道掘削、樋門・樋管等の設置や排水機場の新・増設を実施。 項 目 激特事業 激特関連事業

掘削 830,000 （m3） 140,000 （m3）

築堤 1,980,000 （m3） 1,180,000 （m3）

水門 5（箇所）

樋門樋管等 72 （箇所） 17 （箇所）

排水機場 6 （箇所）

遊水地 1（式）

管理橋 1（橋）

道路橋 11（橋） 2 （橋）

堰 4（基）

サイフォン 1（基）

事業箇所位置図

激特メニュー

整備断面イメージ図

：激特事業

六角川：13k500～31k500
牛津川：3ｋ000～23k350
武雄川：0ｋ000～1ｋ600
晴気川：0ｋ000～1ｋ000

：激特関連事業

武雄河川事務所
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これまでの治水事業の効果（被害軽減効果）

■六角川の改修状況と事業効果

■平成30年(2018年)7月出水は、堤防決壊や越水、内水等で約5,000戸が浸水した昭和55年8月洪水と同規模の出水。

■過去２度の激甚災害対策特別緊急事業やその後の河道改修、排水機場等の整備効果により、昭和55年洪水と6時間
雨量は同程度であったものの、浸水被害を軽減。

■29k800左岸付近では堤防越水を確認しました。

六角川（武雄市北方町新橋周辺）

牛津川（小城市牛津町）

新
橋

昭和55年8月出水の状況

・越水や堤防決壊に
よる外水氾濫と内
水氾濫の複合被害

流域平均６時間雨量比較

浸水戸数の比較

改修前河道では被害が拡大していたと想定される

六角川28k800付近

・内水被害
・家屋浸水大幅減

六角川（武雄市橘町付近）

①

➁

昭和55年 平成30年7月

101.5mm

ほぼ同程度

0

50

100

150

105.3mm

平成30年7月出水の状況

堤防天端
左岸28/800付近の越水

Ｈ元年2月（改修前）

断面（黒ライン）

Ｈ21年12月（改修後）

断面（赤ライン）

計画高水位（HWL）T.P+7.97m

Ｈ30.7出水最高水位 T.P+9.04m以上

・排水機場

武雄河川事務所
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昭和55年 平成30年7月

浸水被害が全体で
4,704戸軽減

132戸

4,835戸

0

6,000

4,000

3,000

2,000

1,000

5,000

・S55激特改修

・H2激特改修
・その他計画的河道改修

・牟田辺遊水地の整備・改良

など

浸水被害が全体で
4,703戸軽減



２．令和元年(2019年)８月豪雨の被害状況

武雄河川事務所
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■８月２７日（火）から、前線の活発な活動により九州の広範囲に強い雨域がかかり、長崎県、佐賀県、福岡県を中心
に大雨となりました。

災害気象資料
－令和元年８月26日から28日にかけての佐賀県・福岡県・長崎県の大雨について－
令和元年８月２９日福岡管気象台 より

8月27日18時

8月28日6時

気象レーダー

総降水量の分布図（8/26～8/28）

六角川水系における令和元年8月27日～28日出水の気象・降雨の概要

等雨量線図（8/27～ 8/28 第１波）

等雨量線図（8/27 ～ 8/28 第２波）

○８月２７日(火)１５時頃から、８月
２８日(水)１１時頃にかけて、前線
による降雨が第１波、第２波と降り
続け、佐賀県に大雨特別警報が出さ
れる豪雨となりました。

武雄河川事務所
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6時間最大雨量
＜第2波＞

6時間最大雨量
＜第1波＞

350mm以上

300mm~350mm

250mm~300mm

200mm~250mm

150mm~200mm

100mm~150mm

50mm~100mm

0mm~ 50mm

凡例

350mm以上

300mm~350mm

250mm~300mm

200mm~250mm

150mm~200mm

100mm~150mm

50mm~100mm

0mm~  50mm

凡例

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。



53.5

132.5

318.5

89

143

476

0

100

200

300

400

500

1時間 3時間 24時間

岸川
H2.7 今回出水

■六角川流域では、岸川(きしかわ)雨量観測所等の主要観測所において、近年の主な出水（H2(1990年)）を上回る雨量
を観測しました。

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

潮見橋

妙見橋

■流域内の特に雨量が多かった範囲における主な雨量観測所の雨量（単位：mm）

（きしかわ）

62

148

347

85

210

398

0

100

200

300

400

500

1時間 3時間 24時間

武雄
H2.7 今回出水 （たけお）

72

162

354

99

190

439

0

100

200

300

400

500

1時間 3時間 24時間

西多久
H2.7 今回出水 （にしたく）

六角川水系における令和元年8月27日～28日出水の気象・降雨の概要 武雄河川事務所
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0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

水位

（m）

計画高水位 5.45m

氾濫危険水位 4.80m

牛津川（妙見橋水位観測所）における年最高水位比較図

H2 6.04m

H21 5.61m（第3位）

H24 5.88m（第2位）

H22 5.25m（第5位）

R元 7.02m（第1位）

H30.7.6 5.47m（第4位）

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

水位

（m）

計画高水位 4.04m

氾濫危険水位 3.10m

計画高水位 4.04m

氾濫危険水位 3.10m

六角川（潮見橋水位観測所）における年最高水位比較図

H2 5.00m

H21 3.66m（第3位）

H30.7.6 4.40m（第1位）

R元 4.12m（第2位）

H28 3.65m（第4位）

牛津川（妙見橋水位観測所）

10.05

8.90

6.32

2.72
2.38

-2.00

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

0:00 6:00 12:00 18:00 0:00 6:00 12:00 18:00 0:00

溝の上 潮見橋 新橋

六角橋 住ノ江橋

水

位

（TPm）

8/27 8/28

11.65

6.37

2.38

-2.00

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

0:00 6:00 12:00 18:00 0:00 6:00 12:00 18:00 0:00

妙見橋 砥川大橋 住ノ江橋

水

位

（TPm）

8/27 8/28

六角川、牛津川の水位状況について 武雄河川事務所

■牛津川の妙見橋では平成2年を越える水位となり、六角川の潮見橋では平成2年以降の２番目の水位となりました。

■各河川の上流から下流の水位観測所の水位を比べると、満潮による潮位の影響も受けていると想定されます。

六角川の各水位観測所 牛津川の各水位観測所

令和元年度8月27日-28日水位（六角川） 令和元年度8月27日-28日水位（牛津川）
※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

六角川（潮見橋水位観測所）
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避難判断水位, 6.60

氾濫危険水位, 6.90

計画高水位, 6.94

観測史上第２位, 7.03

最低家屋敷高 1.10m

国道34号線道路高1.48mJR軌道敷高 1.50m

0

50

100

150

2000

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

11
:
00

14
:
00

17
:
00

20
:
00

23
:
00

2:
0
0

5:
0
0

8:
0
0

11
:
00

14
:
00

武雄雨量観測所

新橋水位観測所

高橋地点内水位

六角川水系六角川 令和元年8月27-28日出水 新橋水位観測所・高橋地点内水位―武雄雨量観測所

（mm）

雨
量

水
位

（ｍ）

平成30年7月6日19時

ｍ

8月28日8月27日

ｍ

ｍ

ｍ

観測史上最高水位（今回）
8月28日 6:30  7.29ｍ

8571

28

最高水位 8月28日 6:40  3.59ｍ

高橋川 計画高水位 2.20m

54
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六角川の降雨及び河川水位（外水位）、堤内地水位（内水位）の状況について 武雄河川事務所

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

■8月28日明け方の集中した降雨により、高橋地点内水位（六角川に対する内水）が急上昇しており、新橋水位観測所が
HWLを越えた事によるポンプ運転停止要請を実施する前に内水被害が発生していたと想定されます。
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牛津川の降雨及び河川水位（外水位）、堤内地水位（内水位）の状況について

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

■8月28日明け方の集中した降雨により、牛津江地点内水位（牛津川に対する内水）が急上昇しており、砥川大橋水位
観測所がHWLを越えた事によるポンプ運転停止要請を実施する前に内水被害が発生していたと想定されます

武雄河川事務所



小城市

多久市

大町町 江北町

白石町

10k

20k
10k

六角川→

30k

20k

た く

お ぎ

こうほくおおまち

しろいし

←

六
角
川武雄市

たけお

※本情報は速報値であるため、今後の調査等で変わる可能性があります。（国土交通省、佐賀県調べ

牛津川→

六角川→

⑧

⑩

⑨

⑪

①

④

②

➂

⑤

⑥

⑦

■六角川水系では、床上浸水１，１３２戸、床下浸水１，８０４戸、浸水面積 約６，９００㏊の浸水被害が発生しました。
■また、佐賀県大町町の鉄工所が浸水し大量の油が流出する等の被害も発生しました。

武雄市内 浸水状況

国道34号

牛津川右岸5.0k付近 浸水状況

⑤ ⑦

六角川左岸23.8k付近 浸水状況

④

武雄川左岸0.8k付近 浸水状況

➂

②

六角川右岸20.4k付近 浸水状況 六角川左岸19.8k付近 浸水状況六角川左岸22.6k付近 油流出状況

牛津川右岸9.0k付近 浸水状況

⑥

⑧

牛津川左岸8.4ｋ付近 浸水状況

⑨

⑪

①

武雄市内 浸水状況

牛津川右岸6.0k付近 浸水状況

⑩

武雄河川事務所令和元年８月出水の被害状況について
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凡例

浸水範囲

越水箇所

※本資料の数値は、速報値及び暫定値で

あるため、今後の調査で変わる可能性が

あります。



牛津川が大きな洪水となり、水位が高くなったときには牛津川の水の一部
が遊水地内に入り、一時的に貯留され、牛津川の洪水を減らします。

洪水を一時的に貯留

牟田辺遊水地

【牟田辺遊水地の洪水調節イメージ】位置図 牟田辺遊水地位置図

牛津川

牟田辺遊水地

貯水域

今回浸水域

越流堤

①

■雨量の比較（H2.7洪水との比較）

牟田辺遊水地

砥川大橋
とがわ

西多久

令和元年8月洪水の
牟田辺遊水地貯留状況

越流状況（越流堤倒伏後）

平瀬橋

8月27日 18:37

①

牛津川7k400付近（砥川大橋地点）

洪水貯留を行わなかった場合の水位（9.05m）

対策後の水位（8.48m）

ＨＷＬ（6.77m）

洪水を貯留したことにより、
約60cmの水位を低減

72

162

99

190

0

100

200

300

1時間 3時間

西多久H2.7 今回出水
（にしたく）

(mm)

約１．４倍

約１．２倍

■六角川水系牛津川では、洪水被害の低減を目的とした「牟田辺遊水地」を整備し、平成１４年に完成しました。

■令和元年８月出水では、堤防決壊や甚大な浸水被害をもたらした平成２年７月洪水時の雨量を大きく上回りましたが、牟田辺遊水地で最
大約１４０万m3の洪水を貯留し、８月２７日の洪水では下流ポンプの運転調整を回避するとともに、８月２８日の出水では下流の砥川大橋
地点で水位を約６０cm低下させました。

◆運転調整とは．．．

堤防の決壊や越水による河川の氾濫による災害を防止するため、排水ポンプの運転を
停止することです。

令和元年８月出水における牟田辺遊水地の整備による効果 武雄河川事務所

-15- ※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。



３．被害要因

武雄河川事務所
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■平成24年策定の現河川整備計画の目標規模

○六角川及び牛津川の外水域からの流出量は戦後第２位の洪水規模を
安全に流せる、住ノ江橋地点で 1,450m3/sを目標としています。

○洪水調節量は 220m3/sとしており、六角川洪水調整池、牛津川遊水
地において洪水調節を行い、河道流量は 1,230m3/sとしています。

○上記目標に基づき河道整備等を行うことにより、戦後第２位（昭和
28年6月洪水等）の洪水が発生した場合でも、現在設置されている
排水機場を運転調整することなく、安全に流下させることが可能と
なります。

○既設の排水機場に加え、内水被害が頻発している地区において内水
対策を実施した場合においても、運転調整を実施することなく戦後
第２位の洪水を安全に流下させることが可能となります。

■令和元年８月洪水の降雨規模

現河川整備計画の目標規模と令和元年８月出水の降雨規模について

○今回出水の降雨を潮見橋及び妙見橋、住ノ江橋上流域で整理を行いました。
基準地点の住ノ江橋上流において、計画降雨継続時間である6時間雨量で比較
すると、平成2年洪水と同規模の雨量を記録しました。

区分 潮見橋 妙見橋 住ノ江橋 摘要

降雨量
（mm）

降雨量（mm） 降雨量（mm）

R1.8 180.0 236.1 250.4
計画降雨継続
時間（6時間）H2.7 292.1 251.6 256.6

武雄河川事務所
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■平成24年策定の現河川整備計画は、戦後第２位の昭和28年出水を安全に流すことを目標としておりましたが、令和
元年8月出水はこの目標流量を越える洪水であり、平成2年出水と同規模の降雨でした。

潮見橋

住ノ江橋

妙見橋

有
明

海

※ 単位 ：m 3/s

■ ： 基準地点

● ： 主要地点

●●
潮
見
橋

-
200
-
-

■

牛津川

● 妙見橋

-
1,150

-
-

六
角
橋

住
之
江
橋

凡 例

上段 ：基本高水流量

中上段：計画高水流量

中下段：整備計画目標流量

下段 ：整備計画河道配分流量

流量配分図

六角川

-
700
-
-

2,200
1,600
1,450
1,230

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。



令和元年8月出水の被害要因

○牛津川(国区間及び県区間)、六角川(県区間)において、想定以上の大雨により外水氾濫が発生した。

○新橋水位観測所(六角川)、砥川大橋水位観測所(牛津川)において、HWLを超過したことにより、多数の排水機場が運転停止を余儀なくされた。

○内水等が発生したことにより、指定避難所や市町役所、警察署、消防署等の重要施設が孤立するなどの被害が生じた。

凡例

浸水範囲

越水箇所

大臣管理区間

P
P

P

P

P

P

P P

P P

P

P

P

P

P

池田川排水機場 運転停止時間５h

山崎排水機場 運転停止時間５h

牛津江排水機場 運転停止時間５h

三条排水機場

一本松排水機場

弁財排水機場

焼米排水機場
川添排水機場 運転停止時間３h

板橋排水機場 運転停止時間３h

高橋排水機場 運転停止時間３h

鳴瀬排水機場 運転停止時間３h

東川排水機場 運転停止時間３h

西古川排水機場

東古川排水機場

牛津川（国区間）からの越水

六角川（県区間）からの溢水

山犬原（県区間）からの溢水

武雄川（県区間）からの溢水

鳴江排水機場

【砥川大橋水位観測所】
計画高水位超過時間：約5時間

【新橋水位観測所】
計画高水位超過時間：約3時間

牟田辺遊水地

杵藤地区消防本部

武雄河川事務所

橘公民館

武雄河川事務所
朝日出張所

朝日小学校
朝日公民館

北方西体育館
北方公民館
北方スポーツセンター

北方支所

北方保険センター

北方小学校

北方東体育館

白石消防署大町分署

大町町公民館 大町町役場

大町スポーツセンター

須古小学校
三近堂コミュニティセンター

白石社会体育館

白石中学校

佐賀農業高等学校

白石高等学校

六角小学校

白石警察署

武雄河川事務所
牛津出張所

交流センター「ネイブル」
幼児教育センター

江北町児童センター
江北中学校体育館

江北小学校体育館

白石小学校

白石総合センター

白石町役場白石町健康センター

老人福祉センター

B&G体育館

白石消防署
凡例

指定避難所

市町役所、警察署、消防署

牛津公民館
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令和元年８月出水の水位状況（六角川）

■令和元年８月出水において六角川河道の各地点の洪水痕跡を検証すると、河口から約23㎞地点の上流において、
ＨＷＬ（計画高水位）を超過していたと想定されます。

図 六角川 洪水痕跡縦断図（令和元年8月出水）

20 26 30

住ノ江橋

六角橋

鳴江排水機場

東古川排水機場 大西排水樋管

JR六角川鉄道橋

大渡第一排水樋管

馬田橋

焼米排水機場

新橋

川添排水機場

鳴瀬排水機場

板橋排水機場

鐘搗川排水樋管

東川排水機場

玉江排水樋管

潮見橋

芦刈排水樋管

椛島橋大町橋

武雄川

鳴瀬橋
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河口堰

大日井堰

新渡橋

釈迦寺橋
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印鑰橋

上見橋
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標

高

（TPm）

距離標(km)

：計画高水位

：左岸現況堤防高

：右岸現況堤防高

：R元.8洪水痕跡（左岸）

：R元.8洪水痕跡（右岸）

：観測所ピーク水位

六角川
（令和元年8月出水）

※本資料の調査結果は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

ＨＷＬ超過



武雄河川事務所
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令和元年８月出水の水位状況（牛津川）

■令和元年８月出水において六角川河道の各地点の洪水痕跡を検証すると、六角川合流点から約3㎞地点の上流に
おいて、 ＨＷＬ（計画高水位）を超過していたと想定されます。

図 牛津川 洪水痕跡縦断図（令和元年8月出水）
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第二山王橋
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：R元.8洪水痕跡（右岸）
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牛津川
（令和元年8月出水）

ＨＷＬ超過

※本資料の調査結果は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。



４．今後の対応方針

武雄河川事務所
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高橋排水ポン プ場の増設

内水被害を低減さ せるため、
高橋排水ポンプ場を増設します。

植生管理

流下能力が不足している区間
について、ヨ シ原伐開を行い
ます。

牛津川遊水地

河道の流量を低減するため、
牛津川中流部に遊水地を新た
に整備します。

牟田辺遊水地（ 改良）

既設の牟田辺遊水地の改良
を行い、効率的な運用を図
ります。

河道の流量を低減するために、
六角川上流に洪水調整池を新た
に整備します。

六角川洪水調整池

築堤

築堤

築堤

築堤

築堤

築堤

築堤

部分引堤

流下能力が不足している区
間について部分引堤を行い、
洪水の流れる断面の拡大を
行います。

築堤(高潮堤防)

堤防断面が不足している区間
で高潮堤防を整備します。

築堤

築堤

築堤

築堤

河道掘削

流下能力が不足している区
間について、河道掘削を行
います。

河道掘削

流下能力が不足している区間
について、高水敷掘削及び樹
木伐開を行います。

鰐ノ 瀬堰（ 改築）

洪水の流下を阻害している
堰を河道掘削等と 併せて改
築を行います。

築堤 築堤

河口堰

妙見橋妙見橋
八幡岳八幡岳

六角川水系河川整備計画策定時からの整備状況

■平成24年の河川整備計画策定以後、事業の施工期間及び治水効果の早期発現をするため、これまでに鰐ノ瀬堰の
改築、牟田辺遊水地の改良、牛津川の部分引堤、築堤等の様々な河川整備事業を実施してきました。

武雄河川事務所
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凡　例

：主要な地点

：基準地点

：市町界

：完成堤防

：国管理区間

：築堤

：掘削　

：洪水調整施設　

：部分引堤

整備メニュー

：当面整備の
　予定箇所

：河川整備計画の
　予定箇所

：事業完了箇所

：ヨシの管理

牛津川下流引堤鰐ノ瀬堰（改築） 牟田辺遊水地（改良）

築堤（高潮堤防）

六角川洪水調整池

◆概要
容量：約３５０～４５０万ｍ3
面積：約１６ｈａ
満水時の水深：

約４０ｍ～６０ｍ

（令和元年度 事業着手）

整備前

整備後

整備前

整備後

整備前

整備後

整備後整備前



武雄河川事務所
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観測史上最高水位に対する現河川整備計画の整備効果

■現河川整備計画の整備を行った場合、観測史上最高水位の洪水が流下すると、HWL（計画高水位）を超過すると考
えられます。

牛津川：妙見橋付近 14k200横断図
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13

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

標
高

距離（m）

14.2

H30現況河道

水位（現況）

水位（現整備計画）

(TP.m)

HWL  9.96

令和元年8月洪水算定水位（現況） 11.25

令和元年8月洪水算定水位（現整備計画完了後） 10.60

六角川：潮見橋付近 30k400横断図
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標
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距離（m）

30.4

H30現況河道

水位（現況）

水位（現整備計画）

(TP.m)

HWL  8.86

平成2年7月洪水算定水位（現況） 10.20

平成2年7月洪水算定水位（現整備計画完了後） 9.26

※本資料の調査結果は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。



今後の六角川水系河川整備計画の方向性

＜現状＞

＜課題＞
・令和元年8月洪水では堤防からの越水が国・県合わせて9箇所で発生しました。また、六角川の

新橋水位観測所で計画高水位を約3時間、牛津川の砥川大橋水位観測所で計画高水位を約5時間

に渡り越えるなどの水位が高い状態が長く続いたこと等による支川等の氾濫により広範囲な浸

水被害が発生しました。

・近年の洪水の発生状況及び現在の気候変動の傾向を踏まえると今後も水害リスクが高まると想

定されます。

・現河川整備計画の今後の整備内容を行ったとしても、令和元年8月洪水を安全に流すことは困

難です。

＜対応方針＞
・河川整備計画の見直しを行います。

武雄河川事務所
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・平成24年以降、鰐ノ瀬堰の改築、牟田辺遊水地の改良等、着実に河川事業を実施してきました。

・令和元年８月洪水では現河川整備計画目標を超過し、牛津川において越水氾濫が生じるなど、

流域一帯で浸水面積約6,900㏊、家屋浸水2,936戸の大きな被害が発生しました。

広範囲な浸水被害に対応するため、再度災害防止に向けた抜本的な治水対策、地域が連携
した内水被害軽減対策、減災に向けた更なる取組等について、ハード、ソフトの両面から国・
県・市町が協働で進めていくことを検討します。


